事業所の災害（水害想定）への対策について

ひまわりパーク六本松　今林映一

　近年、台風のほか大雨による大きな被害が九州北部をはじめ全国で発生しており、いつ当事業所の活動中にも起こる可能性は否定できません。そこで、当事業所では、水害を想定した「垂直避難訓練」を次のとおり実施しました。

○　当事業所の置かれた状況
　　中央区六本松にあり、利用者は約３０名通所し、職員は１０名の事業所。鉄骨鉄筋コンクリート１１階建ての１階にあり、２階以上は事務室や居室もあります。事業所も２階に居室を１室確保しています。この地域は平成２１年７月の豪雨の際に近隣が浸水しましたが、その後樋井川の河川改修も行われており、近年、浸水被害はありません。

○　今回の避難訓練の目的
　　近年の集中豪雨の発生を考慮すると、事業所の活動中にも突然の事業所への浸水被害を想定する場面もあるため、２階ロビーへの避難行動を円滑に行う目的で実施しました。

○　実施日時及び実施方法
　　令和元年７月１１日（木）１３時２５分～１３時４０分
　　被害の想定は「樋井川が氾濫し、まもなく水があふれる。」との職員の声によって２階への垂直避難訓練を実施しました。全員が２階ロビーへの避難完了に要した時間は３分３秒でした。

○　利用者の状況
　　　あらかじめ、７月に訓練を行うこと、また、事業所内に避難先、避難経路を掲示しているため、大多数の方はスムーズに移動できていました。一部の方は一人では動けず、職員の同行によって、ようやく動くことができた方もいました。緊急の際には速やかな避難行動が求められますが、身の回りの片付けを始めようとする方もいました。

○　職員の行動
　　今回は、職員にも実施日や役割等をあらかじめ知らせず実施したため、誘導方法、緊急連絡網や医務用品・着替え等の持ち出しなどを各自で判断し、実行しました。自主的な判断で概ね適切でしたが、役割分担など改善すべき課題も明らかになりました。

○　避難訓練実施後に確認したこと
[bookmark: _GoBack]　　何より早めの情報収集と早めの判断が大事と思われました。利用者は定期的な火災等の避難訓練を通して、慣れていた面もあり、移動には抵抗感が少なかったようです。一人での歩行が可能な方、介助が必要な方、速やかに移動しない、できないための声かけなどが必要な方など様々です。利用者の誘導にあたっては一人ひとりに応じた職員の誘導体制が必要であることが明らかになりました。
　
○　今後に向けて
　　当事業所としては、台風を始め風水害に対しては気象台、福岡市等の情報収集に努め、早めの判断が求められます。また誘導にあたっては円滑な避難に向けた職員の役割分担を明確にする必要があります。
今後とも、火災訓練、水害想定の訓練を適宜行うことで、スムーズな移動や事業所のさらなる安全確保に取り組んでいきたいと考えます。
　
